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マテリアリティと中期経営計画
　当社グループは、2004年の経営統合以降、着実に事業領域を拡大してきました。2023年には、2035年に目指す「ありた
い姿」を示した長期ビジョン「Vision 2035」を策定し、その実現に向けた事業活動を推進しています。
　このビジョンの第一ステップとして、2023年度から第六次中期経営計画を開始しました。第六次中期経営計画では、「あり
たい姿」の実現に向けた変革の土台を築く期間と位置付け、外部環境の変化を踏まえた上で、事業構造の転換に向けた成長
戦略および重点施策を策定するとともに、マテリアリティ対応計画を立案しています。
　当社グループは、マテリアリティを長期ビジョンや中期経営計画に組み込んだビジネスプロセスを通じて、財務・非財務の両
面から経営の質を高め、事業と社会の持続可能な成長の両立を目指しています。

　当社グループは､サステナビリティ経営方針を達成するための行動指針（CSR方針）に係るリスク･機会を特定し、事業およ
び社会への影響を評価してCSR方針に関連する重要なサステナビリティ課題（マテリアリティ）を明確にしています。また、事
業基盤の強化や企業価値の向上などの観点を考慮した上で、マテリアリティに対応する事業計画（マテリアリティ対応計画）を
策定し、計画の進捗状況を図る経営指標および目標を設定しています。
　なお､マテリアリティおよびマテリアリティ対応計画の内容については､当社グループのサステナビリティを推進する会議体
（サステナビリティ推進委員会）が､ステークホルダーのニーズ･期待やサステナビリティ課題などを考慮して、定期的に見直し
て決定しています。また、CSR方針に係る重要なリスクについては、当社グループのリスク管理システムを活用して、適切なリ
スク対応を実施しています｡

　マテリアリティ対応計画は、測定可能な目標や管理基準に基づいて運用・管理を行い、継続的な改善と効果的な維持管理に
取り組んでいます。なお、本計画は、サステナビリティ課題やステークホルダーのニーズ・期待の変化に応じて、定期的に見直
しています。

マテリアリティ特定プロセス

サステナビリティ経営方針に基づいて策定した中期経営計画の重要課題を考慮に入れて､CSR方針
に係るリスクおよび機会を抽出しています｡リスクおよび機会を抽出する際には､責任ある企業行動
に係る国際的なガイドラインを参考にしています｡

ステップ2で特定したリスクおよび機会を分析して､CSR方針に関連する重要なサステナビリティ課
題(マテリアリティ)を決定しています｡なお､マテリアリティの適切性を確保するために､外部有識者
などのステークホルダーの意見を取り入れて､マテリアリティを決定しています｡

ステップ1で抽出したリスクおよび機会に対するスコアリング評
価を実施して､事業影響の大きなリスクおよび機会を特定してい
ます｡次に､事業影響の大きなリスクおよび機会に対して､当社グ
ループの事業活動が社会に与える影響を評価して､CSR方針に
係る重要なリスクおよび機会を特定しています｡
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マテリアリティ対応計画の変遷

● CO₂排出量 15%以上削減（2018年度比）

● 水使用量 15%以上削減（2018年度比）

● 再生鉛使用率 70%以上

● 環境配慮製品販売比率 45%以上
● 人権教育の推進と人権リスク管理の徹底

● ダイバーシティ&インクルージョンの推進

● 人材育成プログラムの推進

● ワークライフバランス

● 労働安全衛生リスクマネジメントの推進　

● 健康経営の推進

● 製品安全管理の強化、品質改善や
 品質コミュニケーション強化の推進

● 責任ある鉱物資源調達への対応と
 サプライチェーンにおけるCSRリスクの管理

● コンプライアンス教育の推進と法令情報の周知・徹底

● 特許侵害の回避徹底と模倣品の排除

● セキュリティ対策の推進、情報セキュリティ教育の推進

● 環境保護の推進
● 環境配慮製品の開発と普及

マテリアリティ 参照ページ活動内容・目標（2025年度）

● 人格の尊重
● 多様性の尊重
● 人材開発の推進
● 労働環境・労働安全衛生の向上
● 高品質な製品の提供
● CSR調達の推進

● コンプライアンスの徹底
● 知的財産の保護
● 機密情報管理の徹底
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	GSユアサレポート2025_P60_61_産業電池電源
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	GSユアサレポート2025_P94_95_ガバナンス
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	GSユアサレポート2025_P114-115_会社情報・株式情報



